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・ １月のユーロ圏の失業率（季節調整値、以下同じ）は前月から0.1％ポイント低下の9.9％。依然とし

て高水準ではあるが、13ヶ月振りに10％台を割り込んだ（左図）。失業者数も３ヶ月連続で減少し、

ユーロ圏全体でみた雇用情勢の悪化に歯止めが掛かってきた。 

・ 国別の失業率は、これまで悪化が顕著だったアイルランド、スペインが昨年９月をピークに低下に転

じている（右図）。足取りは鈍いながらも、フランスでも雇用情勢が改善傾向にある。これにより、

ユーロ圏内で失業率の上昇基調が続いている国は、景気低迷の続くギリシャ、ギリシャと経済的な結

び付きの深いキプロス、企業部門の調整が続くスロベニアの３ヶ国。財政緊縮下にあるポルトガル、

既に低水準にあるルクセンブルクとオーストリアでは、横這い圏での推移が続いている。 

・ 同日発表された２月のドイツの失業統計（連邦労働局発表、上記のＥＵ統一基準とは異なる）では、

失業者数が前月差▲5.2万人の307万人と1992年９月以来の水準に低下。失業率は7.3％と２ヶ月連続で

0.1％ポイントずつ低下し、1991年12月以来の低水準を記録した。各種の雇用関連サーベイは採用拡大

を示唆しており、雇用情勢の改善が消費回復を後押しする好循環が生まれている。 

■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏の失業率

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2010 2011
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

ユーロ圏・失業率 10.0 10.0 10.1 10.0 10.0 10.0 10.0 10.1 10.0 10.0 9.9
失業者数（前月差、千人） 21 78 52 -42 18 1 3 66 -73 -81 -72
就業者数（前月差、千人） 189 702 -1,112 1,202 162 9 27 -990 927 -729 945
労働力人口（前月差、千人） 210 780 -1,060 1,160 180 10 30 -924 854 -810 873

ドイツ・失業率 7.1 7.0 6.9 6.8 6.8 6.7 6.6 6.6 6.6 6.6 6.5
フランス・失業率 9.8 9.7 9.8 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.6
スペイン・失業率 19.6 19.8 20.1 20.2 20.3 20.5 20.6 20.6 20.5 20.4 20.4

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


